
(57)【要約】

【課題】外部信号と駆動電圧の入力順序に係わらず、コ

ントローラＩＣ（制御部）が破損

されにくい、液晶表示装置を提供する。

【解決手段】各信号線１７および各走査線１８を有する

液晶パネル１１と、各信号線１７

を駆動する信号線駆動部１５と、各走査線１８を駆動す

る走査線駆動部１６と、スイッチ

群３を介して各外部信号が入力され、信号線駆動部１５

および走査線駆動部１６に対し、

各タイミング信号を出力する制御部１２と、電源電圧が

入力され、スイッチ群３および制

御部１２に対し駆動電圧を出力する電源部１３とを備え

、制御部１２へ各外部信号が入力

される前に、制御部１２へ駆動電圧が入力される様に、

スイッチ群３は構成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
各 信 号 線 お よ び 各 走 査 線 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル と 、 各 信 号 線 を 駆 動 す る 信 号 線 駆 動 部 と 、 各
走 査 線 を 駆 動 す る 走 査 線 駆 動 部 と 、 ス イ ッ チ 群 を 介 し て 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ 、 前 記 信 号
線 駆 動 部 お よ び 前 記 走 査 線 駆 動 部 に 対 し 、 各 タ イ ミ ン グ 信 号 を 出 力 す る 制 御 部 と 、 電 源 電
圧 が 入 力 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ 群 お よ び 前 記 制 御 部 に 対 し 駆 動 電 圧 を 出 力 す る 電 源 部 と を 備
え 、 前 記 制 御 部 へ 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ る 前 に 、 前 記 制 御 部 へ 前 記 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る
様 に 、 前 記 ス イ ッ チ 群 は 構 成 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ス イ ッ チ 群 は 複 数 の ス イ ッ チ か ら な り 、 各 ス イ ッ チ の 入 力 側 は 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ
各 ス イ ッ チ の 出 力 側 は 前 記 制 御 部 の 各 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 各 ス イ ッ チ の 制 御 端 子 は 前 記
駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 部 に お い て 、 前 記 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 各 接 続 部 が 設 け ら れ 、 前 記 制 御 部 の 各 入
力 端 子 と 各 接 続 部 と の 間 に 、 各 静 電 気 保 護 回 路 が 設 け ら れ た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
各 接 続 部 を 並 列 に 接 続 す る 第 １ 線 が 設 け ら れ 、 各 ス イ ッ チ の 制 御 端 子 を 並 列 に 接 続 す る 第
２ 線 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 線 の 端 は 、 前 記 電 源 部 が 出 力 す る 前 記 駆 動 電 圧 の 出 力 端 子 に 接
続 さ れ 、 前 記 第 ２ 線 の 端 は 、 前 記 第 １ 線 の 所 定 部 分 に 接 続 さ れ た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ス イ ッ チ 群 と 前 記 制 御 部 と を 、 １ つ の 集 積 回 路 素 子 に て 構 成 し た 事 を 特 徴 と す る 請 求
項 １ の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 装 置 は 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ の 図 １ に よ る と
液 晶 パ ネ ル １ １ と 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ １ ２ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ３ と 、 コ ン ト ロ ー ル Ｉ Ｃ １
４ と 、 電 源 Ｉ Ｃ １ ５ と か ら な る 液 晶 表 示 装 置 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 源 Ｉ Ｃ １ ５ は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ３ と 、 コ ン ト ロ ー ル Ｉ Ｃ １ ４ と 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ １
２ に 対 し 、 共 に 、 駆 動 電 圧 ３ ． ３ ボ ル ト を 出 力 し て い る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ル Ｉ Ｃ １ ４ は
各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ３ と 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ １ ２ に 対 し 、 各 タ イ ミ ン
グ 信 号 を 出 力 し て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 コ ン ト ロ ー ル Ｉ Ｃ １ ４ に お い て 、 外 部 信 号
の 入 力 端 子 と 、 駆 動 電 圧 の 入 力 端 子 と の 間 に 、 静 電 気 保 護 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ５ ７ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 装 置 で は 、 コ ン ト ロ ー ル Ｉ Ｃ １ ４ が 、 破 損 さ れ 易 い 、 欠 点 が あ る 。 本 発 明 者 が 、 そ
の 原 因 を 調 査 し た と こ ろ 、 コ ン ト ロ ー ル Ｉ Ｃ １ ４ に 対 し 、 最 初 に 、 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ
た 後 に 、 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る た め で あ る 、 事 が 分 か っ た 。 例 え ば 、 最 初 に 、 静 電 気 保 護
回 路 に 対 し 、 外 部 信 号 が 入 力 し た 場 合 （ こ の 時 、 駆 動 電 圧 の 入 力 端 子 は ゼ ロ ボ ル ト ） 、 静
電 気 保 護 回 路 に 過 電 流 が 流 れ 、 破 損 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ れ 故 、 本 発 明 は こ の 様 な 従 来 の 欠 点 を 考 慮 し 、 外 部 信 号 と 駆 動 電 圧 の 入 力 順 序 に 係 わ
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ら ず 、 コ ン ト ロ ー ラ Ｉ Ｃ （ 制 御 部 ） が 破 損 さ れ に く い 、 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 本 発 明 で は 、 各 信 号 線 お よ び 各 走 査 線 を 有 す る
液 晶 パ ネ ル と 、 各 信 号 線 を 駆 動 す る 信 号 線 駆 動 部 と 、 各 走 査 線 を 駆 動 す る 走 査 線 駆 動 部 と
、 ス イ ッ チ 群 を 介 し て 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ 、 前 記 信 号 線 駆 動 部 お よ び 前 記 走 査 線 駆 動 部
に 対 し 、 各 タ イ ミ ン グ 信 号 を 出 力 す る 制 御 部 と 、 電 源 電 圧 が 入 力 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ 群 お
よ び 前 記 制 御 部 に 対 し 駆 動 電 圧 を 出 力 す る 電 源 部 と を 備 え 、 前 記 制 御 部 へ 各 外 部 信 号 が 入
力 さ れ る 前 に 、 前 記 制 御 部 へ 前 記 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 様 に 、 前 記 ス イ ッ チ 群 は 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 本 発 明 で は 、 前 記 ス イ ッ チ 群 は 複 数 の ス イ ッ チ か ら な り 、 各 ス イ ッ チ の 入 力
側 は 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ 各 ス イ ッ チ の 出 力 側 は 前 記 制 御 部 の 各 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 各
ス イ ッ チ の 制 御 端 子 は 前 記 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 本 発 明 で は 、 前 記 制 御 部 に お い て 、 前 記 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 各 接 続 部 が 設
け ら れ 、 前 記 制 御 部 の 各 入 力 端 子 と 各 接 続 部 と の 間 に 、 各 静 電 気 保 護 回 路 が 設 け ら れ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 本 発 明 で は 、 各 接 続 部 を 並 列 に 接 続 す る 第 １ 線 が 設 け ら れ 、 各 ス イ ッ チ の 制
御 端 子 を 並 列 に 接 続 す る 第 ２ 線 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 線 の 端 は 、 前 記 電 源 部 が 出 力 す る 前
記 駆 動 電 圧 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 線 の 端 は 前 記 第 １ 線 の 所 定 部 分 に 接 続 さ れ た
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ の 本 発 明 で は 、 前 記 ス イ ッ チ 群 と 前 記 制 御 部 と を 、 １ つ の 集 積 回 路 素 子 に て 構
成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 様 に 、 制 御 部 へ 各 外 部 信 号 が 入 力 さ れ る 前 に 、 制 御 部 へ 前 記 駆 動 電 圧 が 入 力
さ れ る 様 に 、 ス イ ッ チ 群 は 構 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 制 御 部 内 の 各 部 品 は 、 駆 動 電 圧 が
先 に 印 加 さ れ て い る の で 、 制 御 部 の 破 損 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 様 に 、 ス イ ッ チ 群 は 複 数 の ス イ ッ チ か ら な り 、 各 ス イ ッ チ の 入 力 側 は 各 外 部
信 号 が 入 力 さ れ 、 各 ス イ ッ チ の 出 力 側 は 制 御 部 の 各 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 各 ス イ ッ チ の 制
御 端 子 は 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 。 そ の 結 果 、 各 外 部 信 号 が 駆 動 電 圧 よ り 、 先 に 入 力 さ れ て
も 、 各 ス イ ッ チ は オ フ さ れ て い る の で 、 制 御 部 に お い て 、 各 外 部 信 号 が 駆 動 電 圧 よ り も 、
先 に 印 加 さ れ る 事 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 様 に 、 制 御 部 に お い て 、 駆 動 電 圧 が 入 力 さ れ る 各 接 続 部 が 設 け ら れ 、 制 御 部
の 各 入 力 端 子 と 各 接 続 部 と の 間 に 、 各 静 電 気 保 護 回 路 が 設 け ら れ た 。 そ の 結 果 、 各 入 力 端
子 毎 に 各 静 電 気 保 護 回 路 が 設 け ら れ る の で 、 静 電 気 対 策 が 十 分 と な る 。 ま た 、 請 求 項 ２ の
様 に 、 各 外 部 信 号 に 比 べ 、 各 接 続 部 に 駆 動 電 圧 が 先 に 印 加 さ れ る の で 、 過 電 流 を 防 止 し 、
各 静 電 気 保 護 回 路 の 破 損 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ の 様 に 、 各 接 続 部 を 並 列 に 接 続 す る 第 １ 線 が 設 け ら れ 、 各 ス イ ッ チ の 制 御 端 子
を 並 列 に 接 続 す る 第 ２ 線 が 設 け ら れ 、 第 １ 線 の 端 は 、 電 源 部 が 出 力 す る 駆 動 電 圧 の 出 力 端
子 に 接 続 さ れ 、 第 ２ 線 の 端 は 、 第 １ 線 の 所 定 部 分 に 接 続 さ れ た 。 そ の 結 果 、 制 御 部 に お い
て 、 各 外 部 信 号 が 駆 動 電 圧 よ り も 、 先 に 印 加 さ れ る 事 を 、 よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ の 様 に 、 ス イ ッ チ 群 と 制 御 部 と を 、 １ つ の 集 積 回 路 素 子 に て 構 成 す る 事 に よ り
両 者 を 別 々 に （ デ ィ ス ク リ ー ト に ） 設 け る 場 合 に 比 べ 、 コ ス ト が 安 く な り 、 配 線 作 業 が 容
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易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 に 、 図 面 と 実 施 例 に よ り 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 １ な い し 図 ４ に 従 い 、 本 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ を 説 明 す る 。 図 １ は 液 晶
表 示 装 置 １ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 液 晶 表 示 装 置 １ に 用 い ら れ る 静 電 気 保 護 回 路 の 回 路
図 、 図 ３ は 液 晶 表 示 装 置 １ に 用 い ら れ る 制 御 部 １ ２ の ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は 液 晶 表 示 装 置 １
に 用 い ら れ る 電 源 部 １ ３ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 入 力 部 ２ と 、 ス イ ッ チ 群 ３ と 、 イ ン バ ー タ 回 路 ４ と
、 光 源 ５ と 、 液 晶 パ ネ ル １ １ と 、 制 御 部 １ ２ と 、 電 源 部 １ ３ と ガ ン マ 補 正 部 （ 図 示 せ ず ）
と 、 複 数 個 の 信 号 線 駆 動 部 １ ５ と 、 複 数 個 の 走 査 線 駆 動 部 １ ６ 等 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ １ は 例 え ば 、 下 ガ ラ ス 基 板 上 に 、 複 数 個 設 け ら れ た 各 信 号 線 １ ７ と 、 各 走
査 線 １ ８ と 、 そ れ ら の 交 点 近 傍 に 設 け ら れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 な ど
を 有 す る 。 液 晶 パ ネ ル １ １ は 、 上 ガ ラ ス 基 板 に 設 け ら れ た 共 通 電 極 と 、 下 ガ ラ ス 基 板 お よ
び 上 ガ ラ ス 基 板 と の 間 に 設 け ら れ た 液 晶 （ 共 に 図 示 せ ず ） 等 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 信 号 線 駆 動 部 １ ５ は 各 信 号 線 １ ７ を 駆 動 す る ド ラ イ バ で あ る 。 走 査 線 駆 動 部 １ ６ は 各 走
査 線 １ ８ を 駆 動 す る ド ラ イ バ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 イ ン バ ー タ 回 路 ４ の 入 力 側 は 、 入 力 部 ２ に 接 続 さ れ 、 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ が 入 力 さ れ る 。 光
源 ５ は 例 え ば 、 冷 陰 極 管 な ど か ら な り 、 イ ン バ ー タ 回 路 ４ の 出 力 側 に 接 続 さ れ て い る 。 液
晶 パ ネ ル １ １ の 背 面 側 に 、 導 光 板 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。 光 源 ５ は 、 導 光 板 の 側
面 に 近 接 し て 設 け ら れ て い る 。 光 源 ５ か ら の 光 は 、 導 光 板 を 通 り 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の 背 面
を 照 光 す る 様 に 、 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 入 力 部 ２ は 例 え ば コ ネ ク タ 等 か ら な る 。 入 力 部 ２ の 入 力 側 は 、 図 示 し な
い 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 テ レ ビ ジ ョ ン 装 置 、 ビ デ オ 再 生 装 置 、 Ｄ Ｖ Ｄ 再 生 装 置 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ
ン 本 体 等 か ら 送 ら れ た 、 各 外 部 信 号 Ｓ １ が 入 力 さ れ る 。 各 外 部 信 号 Ｓ １ は 、 例 え ば 、 デ ー
タ イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｄ Ｅ と 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 ６ ビ ッ ト の デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ Ｒ Ｄ ， Ｇ Ｄ ， Ｂ Ｄ と 、
ド ッ ト ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ Ｋ 、 垂 直 同 期 信 号 Ｖ Ｓ 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 定 信 号 Ｘ は 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｄ Ｅ ま た は ド ッ ト ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ Ｋ ま た
は 垂 直 同 期 信 号 Ｖ Ｓ ま た は 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ の 中 の 、 少 な く と も １ つ の 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 入 力 部 ２ と 、 制 御 部 １ ２ と の 間 に 、 ス イ ッ チ 群 ３ が 設 け ら れ て い る 。 制 御 部 １ ２ は 、 信
号 線 駆 動 部 １ ５ に 対 し 、 タ イ ミ ン グ 信 号 Ｓ ２ を 出 力 す る 。 制 御 部 １ ２ は 、 走 査 線 駆 動 部 １
６ に 対 し 、 タ イ ミ ン グ 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 即 ち 、 制 御 部 １ ２ は 、 入 力 部 ２ お よ び ス イ ッ チ 群 ３ を 介 し て 、 各 外 部 信 号 Ｓ １ が 入 力 さ
れ 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ お よ び 走 査 線 駆 動 部 １ ６ に 対 し 、 各 タ イ ミ ン グ 信 号 Ｓ ２ ， Ｓ ３ を 出
力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 源 部 １ ３ （ 後 述 ） は 、 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ が 入 力 さ れ る と 、 ス イ ッ チ 群 ３ お よ び 制 御 部 １
２ に 対 し 、 共 に 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ （ 例 え ば 、 直 流 ３ ． ３ ボ ル ト ） を 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス イ ッ チ 群 ３ は 例 え ば 、 ５ 個 の ス イ ッ チ （ Ｍ Ｏ Ｓ 　 Ｆ Ｅ Ｔ ） ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ， ３ ｄ ，
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３ ｅ か ら な る 。 各 ス イ ッ チ ３ ａ ～ ３ ｅ の 入 力 側 は 、 各 外 部 信 号 Ｄ Ｅ と 、 Ｒ Ｄ ， Ｇ Ｄ ， Ｂ Ｄ
と 、 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ Ｋ と 、 Ｖ Ｓ と 、 Ｈ Ｓ と が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 各 ス イ ッ チ ３ ａ ～ ３ ｅ の 出 力 側 は 、 制 御 部 の 各 入 力 端 子 ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ３ ２ ， ３ ３
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 ス イ ッ チ ３ ａ ～ ３ ｅ の 各 制 御 端 子 （ 例 え ば 、 Ｍ Ｏ Ｓ 　 Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト ） は 、 駆 動 電 圧
Ｖ １ が 入 力 さ れ る 。 こ の 様 に 構 成 す る 事 に よ り 、 制 御 部 １ ２ へ 各 外 部 信 号 Ｓ １ が 入 力 す る
前 に 、 制 御 部 １ ２ へ 駆 動 電 圧 Ｖ １ が 入 力 さ れ る 様 に 、 ス イ ッ チ 群 ３ は 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 様 に 、 制 御 部 ２ に お い て 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ が 入 力 さ れ る 各 接 続 部 ６ ａ ～ ６ ｅ が
設 け ら れ て い る （ 図 ２ で は 、 接 続 部 ６ ａ の み を 図 示 ） 。 制 御 部 １ ２ の 各 入 力 端 子 ３ ４ ， ３
５ ， ３ ６ ， ３ ２ ， ３ ３ と 、 各 接 続 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ ， ６ ｄ ， ６ ｅ と の 間 に は 、 各 静 電 気
保 護 回 路 ７ ａ ～ ７ ｅ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ で は 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ の み を 図 示 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 ダ イ オ ー ド ８ １ ， ８ ２ の 直 列 回 路 の １ 端 は 接 地 さ れ 、 他 端 は 、 線 ８ ３ に
接 続 さ れ て い る 。 入 力 端 子 ３ ４ は 、 ダ イ オ ー ド ８ １ ， ８ ２ の 接 続 点 に 接 続 さ れ て い る 。 ダ
イ オ ー ド ８ ４ ， ８ ５ の 直 列 回 路 の １ 端 は 接 地 さ れ 、 他 端 は 、 線 ８ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 抵 抗 ８ ６ は 、 １ 端 が ダ イ オ ー ド ８ １ ， ８ ２ の 接 続 点 に 接 続 さ れ 、 他 端 が ダ イ オ ー ド ８ ４
と ８ ５ の 接 続 点 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｍ Ｏ Ｓ 　 Ｆ Ｅ Ｔ ８ ７ の ソ ー ス は 、 線 ８ ３ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン は 線 ８ ８ に 接 続 さ れ 、 ゲ
ー ト は 線 ８ ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｍ Ｏ Ｓ 　 Ｆ Ｅ Ｔ ９ ０ の ソ ー ス は 、 接 地 さ れ 、 ド レ イ ン は 線 ８ ８ に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト は 線
８ ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 線 ８ ８ の 他 端 は 、 出 力 端 子 ３ ４ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 線 ８ ９ の 他 端 は 、 ダ イ オ ー ド ８ ４
、 ８ ５ の 接 続 点 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 部 品 ６ ａ ， ３ ４ ， ８ １ ， ８ ２ ， ８ ３ ， ８ ４ ，
８ ５ ， ８ ６ ， ８ ７ ， ８ ８ ， ８ ９ ， ９ ０ ， ３ ４ ａ 等 に よ り 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ は 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 静 電 気 保 護 回 路 ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７ ｄ ， ７ ｅ は 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ と 実 質 的 に 同 一 の 回 路
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ， ２ に 示 す 様 に 、 各 接 続 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ ， ６ ｄ ， ６ ｅ を 並 列 に 接 続 す る 第 １ 線
９ ２ が 設 け ら れ て い る 。 各 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ， ３ ｄ ， ３ ｅ の 制 御 端 子 （ ゲ ー ト の
こ と ） を 並 列 に 接 続 す る 第 ２ 線 ９ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ 線 ９ ２ の 端 は 、 電 源 部 １ ３ が 出 力 す る 駆 動 電 圧 Ｖ １ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。
第 ２ 線 ９ ３ の 端 は 、 第 １ 線 ９ ２ の 所 定 部 分 ９ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 図 １ で は 、 ス イ ッ チ 群 ３ と 、 制 御 部 １ ２ は 別 々 に 示 さ れ て い る 。 し か し 、 ス イ ッ
チ 群 ３ と 、 制 御 部 １ ２ と を 、 １ つ の 集 積 回 路 素 子 に て 、 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 各 外 部 信 号 Ｓ １ を デ ジ タ ル 的 に 信 号 処 理 し 、 デ ジ タ ル Ｒ Ｇ Ｂ 表 示 デ ー タ
Ｄ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） と 、 タ イ ミ ン グ 信 号 Ｓ ２ 、 即 ち 、 水 平 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ 、 ス ト ロ ー ブ
信 号 Ｓ Ｔ Ｒ Ｂ 、 極 性 反 転 信 号 Ｐ Ｏ Ｌ 、 お よ び ス タ ー ト パ ル ス 信 号 Ｅ Ｉ Ｓ を 、 そ れ ぞ れ 信 号
線 駆 動 部 １ ５ へ 供 給 す る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 走 査 線 駆 動 部 １ ６ に 対 し 、 タ イ ミ ン グ 信 号 Ｓ ３ 、 即 ち 、 ス タ ー ト パ ル ス
Ｆ Ｌ Ｍ 、 垂 直 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｐ Ｖ 、 ゲ ー ト イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｏ Ｅ を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 制 御 部 １ ２ の 一 具 体 例 を 、 図 ３ に 従 い 、 説 明 す る 。 制 御 部 １ ２ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 入 力
端 子 （ 図 示 せ ず ） と 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｄ Ｅ の 入 力 端 子 ３ ４ と 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 ６ ビ ッ ト の
デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ Ｒ Ｄ ， Ｇ Ｄ ， Ｂ Ｄ の 入 力 端 子 ３ ５ と 、 ド ッ ト ク ロ ッ ク 信 号 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ
Ｋ の 入 力 端 子 ３ ６ と 、 垂 直 同 期 信 号 Ｖ Ｓ の 入 力 端 子 ３ ２ と 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ の 入 力 端 子
３ ３ 等 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 デ ジ タ ル Ｒ Ｇ Ｂ 表 示 デ ー タ Ｄ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） の 出 力 端 子 ４ ３ と 、 水 平 ク
ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ の 出 力 端 子 ４ ４ と 、 ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｓ Ｔ Ｒ Ｂ の 出 力 端 子 ４ ０ と 、 極 性 反
転 信 号 Ｐ Ｏ Ｌ の 出 力 端 子 ４ １ と 、 ス タ ー ト パ ル ス 信 号 Ｅ Ｉ Ｓ の 出 力 端 子 ４ ２ と 、 制 御 信 号
Ｎ １ ， Ｎ ２ ， Ｎ ３ の 出 力 端 子 ５ ６ 等 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 入 力 端 子 ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ３ ２ ， ３ ３ は 、 各 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７
ｄ ， ７ ｅ を 介 し て 、 各 出 力 端 子 ３ ４ ａ ， ３ ５ ａ ， ３ ６ ａ ， ３ ２ ａ ， ３ ３ ａ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 出 力 端 子 ３ ２ ａ ， ３ ３ ａ ， ３ ４ ａ は 、 前 処 理 部 ４ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 出 力 端 子 ３ ５ ａ
は 、 デ ー タ シ フ ト ５ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 出 力 端 子 ３ ６ ａ は 、 出 力 端 子 ４ ４ に 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ に 示 す 様 に 、 制 御 部 １ ２ の 内 部 に は 、 大 き く 分 け て 前 処 理 部 ４ ５ と 、 デ ー タ イ ネ ー
ブ ル 信 号 Ｄ Ｅ カ ウ ン タ ４ ６ と 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ カ ウ ン タ ４ ７ と 、 ド ッ ト ク ロ ッ ク
信 号 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ Ｋ カ ウ ン タ ４ ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 処 理 部 ４ ５ か ら の 出 力 信 号 と 、 Ｄ Ｅ カ ウ ン タ ４ ６ の 出 力 信 号 と 、 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ カ ウ ン タ
４ ７ の 出 力 信 号 と 、 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ Ｋ カ ウ ン タ ４ ８ の 出 力 信 号 と に よ り 、 ス タ ー ト パ ル ス 出 力
手 段 （ Ｆ Ｌ Ｍ 生 成 回 路 ４ ９ ） に お い て 、 ス タ ー ト パ ル ス Ｆ Ｌ Ｍ 信 号 が 生 成 さ れ 、 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ
Ｌ Ｋ カ ウ ン タ ４ ８ の 出 力 信 号 に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｖ 生 成 回 路 ５ ０ に お い て 、 垂 直 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ
Ｐ Ｖ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ Ｌ Ｋ カ ウ ン タ ４ ８ の 出 力 信 号 に よ り 、 Ｏ Ｅ 生 成 回 路 ５ １ に よ り ゲ ー ト イ
ネ ー ブ ル 信 号 Ｏ Ｅ が 、 ス ト ロ ー ブ 生 成 回 路 ５ ２ に よ り ス ト ロ ー ブ 信 号 Ｓ Ｔ Ｒ Ｂ が 生 成 さ れ
る 。 Ｐ Ｏ Ｌ 生 成 回 路 ５ ３ に よ り 極 性 反 転 信 号 Ｐ Ｏ Ｌ が 生 成 さ れ 、 Ｅ Ｉ Ｓ 生 成 回 路 ５ ４ に よ
り ス タ ー ト パ ル ス 信 号 Ｅ Ｉ Ｓ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ Ｒ Ｄ ， Ｇ Ｄ ， Ｂ Ｄ は 、 デ ー タ シ フ ト 回 路 ５ ５ に お い て 処 理 さ
れ て 、 デ ジ タ ル Ｒ Ｇ Ｂ 表 示 デ ー タ Ｄ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） と し て 出 力 さ れ る 。 更 に 、 駆 動 電 圧 Ｖ
１ 用 の 入 力 端 子 ５ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 制 御 部 １ ２ に 設 け ら れ た 信 号 生 成 部 ５ ７ に 対 し 、 特 定 信 号 Ｘ お よ び 液 晶 表 示 装 置
１ 内 で 生 成 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 （ 図 示 せ ず ） 入 力 さ れ る 。 信 号 生 成 部 ５ ７ は 、 特 定 信 号 Ｘ
の 入 力 開 始 時 点 ま た は 入 力 停 止 時 点 か ら 、 ク ロ ッ ク 信 号 を カ ウ ン ト す る 事 に よ り 、 複 数 の
制 御 信 号 、 即 ち 、 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ ， 第 ２ 制 御 信 号 Ｎ ２ ， 第 ３ 制 御 信 号 Ｎ ３ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ ら の 前 処 理 部 ４ ５ と 、 Ｄ Ｅ カ ウ ン タ ４ ６ と 、 Ｈ Ｓ Ｙ Ｎ Ｃ カ ウ ン タ ４ ７ と 、 Ｄ Ｏ Ｔ Ｃ
Ｌ Ｋ カ ウ ン タ ４ ８ と 、 Ｏ Ｅ 生 成 回 路 ５ １ と 、 ス ト ロ ー ブ 生 成 回 路 ５ ２ と 、 Ｐ Ｏ Ｌ 生 成 回 路
５ ３ と 、 Ｅ Ｉ Ｓ 生 成 回 路 ５ ４ と 、 デ ー タ シ フ ト 回 路 ５ ５ 等 の 構 成 は 、 従 来 の 制 御 部 に お け

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-256587 A 2007.10.4



る 構 成 と 実 質 的 に 相 違 は な く 、 動 作 原 理 も 同 様 で あ る の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 但 し 、 特 定 信 号 Ｘ お よ び 液 晶 表 示 装 置 １ 内 で 生 成 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 が 、 信 号 生 成 部 ５
７ に 入 力 さ れ て い る 点 と 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ ～ ７ ｅ が 設 け ら れ た 点 が 、 従 来 の 制 御 部 と
の 相 違 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ は 電 源 部 １ ３ に 入 力 さ れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 電 源 部 １ ３ は 、 供 給 さ れ
た 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ （ 例 え ば １ ２ ボ ル ト ） を 基 に 、 液 晶 表 示 装 置 １ 内 で 使 用 さ れ る 各 種 の 電
圧 を 生 成 す る 。 例 え ば 、 制 御 部 １ ２ の ロ ジ ッ ク 部 と 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ の ロ ジ ッ ク 部 と 、
走 査 線 駆 動 部 １ ６ の ロ ジ ッ ク 部 に 対 し て 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 電 源 部 １ ３ は 、 ガ ン マ 補 正 部 （ 図 示 せ ず ） に 対 し て 、 基 準 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ １ お よ び
Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ ２ と 、 共 通 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 更 に 、 電 源 部 １ ３ は 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ の 非 ロ ジ ッ ク 部 （ 例 え ば 出 力 部 ） に 対 し て 、 所
定 の 電 圧 Ｖ Ｇ Ｅ Ｎ を 生 成 す る 。 電 源 部 １ ３ は 、 走 査 線 駆 動 部 １ ６ の 非 ロ ジ ッ ク 部 （ 例 え ば
出 力 部 ） に 対 し て 、 高 電 圧 Ｖ Ｇ Ｈ お よ び 低 電 圧 Ｖ Ｇ Ｌ を 生 成 す る 。 電 源 部 １ ３ は 、 液 晶 パ
ネ ル １ １ の 共 通 電 極 に 印 加 す る た め の 共 通 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ガ ン マ 補 正 部 は 、 電 源 部 １ ３ か ら 供 給 さ れ た 基 準 電 圧 Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ １ お よ び Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ ２ を 抵
抗 分 圧 す る こ と に よ り 、 階 調 基 準 電 圧 Ｖ Ｇ Ｍ １ ～ Ｖ Ｇ Ｍ １ ０ (図 示 せ ず )を 生 成 し 、 信 号 線
駆 動 部 １ ５ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 信 号 線 駆 動 部 １ ５ は 、 １ ８ ビ ッ ト ラ ッ チ 、 シ フ ト レ ジ ス タ 、 サ ン プ リ ン グ メ モ リ 、 ホ ー
ル ド メ モ リ 、 レ ベ ル シ フ タ 、 分 圧 回 路 、 Ｄ Ａ 変 換 器 、 出 力 部 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 制 御 部 １ ２ か ら 信 号 線 駆 動 部 １ ５ へ 入 力 さ れ た 表 示 デ ー タ を 構 成 す る 各 ６ ビ ッ ト の デ ー
タ Ｄ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） は 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ 内 の ラ ッ チ に お い て 時 分 割 で 、 内 部 に ラ ッ チ さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ し て 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ 内 の サ ン プ リ ン グ メ モ リ 、 ホ ー ル ド メ モ リ 、 レ ベ ル シ フ タ を
経 て 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｓ に 同 期 し て 発 生 さ れ る ス タ ー ト パ ル ス Ｅ Ｉ Ｓ に 基 づ い て 、 分 圧 回
路 か ら の 基 準 電 圧 を 基 に 、 Ｄ Ａ 変 換 器 に よ り 、 Ｄ Ａ 変 換 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の こ と に よ り 、 ガ ン マ 補 正 さ れ た ア ナ ロ グ 電 圧 （ 階 調 電 圧 ） が 発 生 さ れ 、 出 力 バ ッ フ
ァ （ 出 力 部 ） を 経 て 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の Ｙ １ ～ Ｙ ｎ （ 図 示 せ ず ） か ら な る ｎ 本 の 信 号 線 １
７ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 制 御 部 １ ２ か ら 走 査 線 駆 動 部 １ ６ へ 供 給 さ れ た 垂 直 同 期 信 号 Ｖ Ｓ に 同 期 し 発 生 さ
れ る ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｐ Ｖ と 、 ス タ ー ト パ ル ス Ｆ Ｌ Ｍ は 、 走 査 線 駆 動 部 １ ６ に よ り 処 理 さ れ
る 。 そ し て 走 査 信 号 は 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の Ｘ １ ～ Ｘ ｍ （ 図 示 せ ず ） か ら な る ｍ 本 の 走 査 線
１ ８ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ に 従 い 、 電 源 部 １ ３ を 説 明 す る 。 図 ４ に お い て 、 電 源 部 １ ３ は 電 源 電 圧 検 知
回 路 ６ ０ と 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ １ と 、 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ と を 有 し て い る 。 更 に 電 源
部 １ ３ は 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ３ と 、 ス イ ッ チ 部 ６ ４ と 、 変 換 回 路 ６ ５ と 、 ス イ
ッ チ 部 ６ ６ と 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ７ と 、 ス イ ッ チ 部 ６ ８ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ は 、 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ が 所 定 値 （ 例 え ば 、 直 流 １ ２ ボ ル ト ） 以 上 に

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-256587 A 2007.10.4



な る と 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｃ （ 例 え ば 、 直 流 １ ４ ボ ル ト ） を 出 力 す る 。 そ し て 、 電 源 電 圧 検 知 回 路
６ ０ は 、 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ が 所 定 値 未 満 に な る と 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｃ の 出 力 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ １ は 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ に 接 続 さ れ 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｃ が 入 力
さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ １ は 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ に 接 続 さ れ 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 信 号 Ｐ １
が 入 力 さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ １ は 上 記 信 号 Ｐ １ に よ り 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ （ ３
． ３ ボ ル ト ） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ ら の 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ と 、 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ と 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ １ と
に よ り 、 駆 動 電 圧 変 換 部 ６ ９ が 構 成 さ れ て い る 。 駆 動 電 圧 変 換 部 ６ ９ は 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ を
出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 発 振 器 は 、 駆 動 電 圧 変 換 部 ６ ９ の 出 力 側 に 接 続 さ れ 、 駆 動 電
圧 Ｖ １ が 供 給 さ れ て い る 。 こ の 様 に 、 発 振 器 が 発 振 す る ク ロ ッ ク 信 号 は 、 電 源 部 １ ３ が 出
力 す る 駆 動 電 圧 Ｖ １ と 、 殆 ど 同 時 に 立 ち 上 が り 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ と 、 殆 ど 同 時 に 立 ち 下 が る
様 に 、 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ３ は 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ に 接 続 さ れ 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｃ が 入 力
さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ３ は 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ に 接 続 さ れ 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 信 号 Ｐ ２
が 入 力 さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ３ は 上 記 信 号 Ｐ ２ に よ り 、 ５ ボ ル ト を 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ ら の 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ と 、 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ と 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ３ と
に よ り 、 電 圧 （ 例 え ば ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る た め の 電 圧 変 換 部 ７ ０ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ス イ ッ チ 部 ６ ４ は 例 え ば Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 等 か ら な る 。 ス イ ッ チ 部 ６ ４ は 、 電 圧 変 換 部 ７ ０
の 出 力 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 部 ６ ４ の 制 御 端 子 は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｎ ２ が 入 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 ２ 制 御 信 号 Ｎ ２ が ロ ウ レ ベ ル の 時 、 ス イ ッ チ 部 ６ ４ は 開 成 し 、 電 圧 変 換 部 ７ ０ は 電 圧
を 出 力 し な い 。 第 ２ 制 御 信 号 Ｎ ２ が ハ イ レ ベ ル の 時 、 ス イ ッ チ 部 ６ ４ は 閉 成 し 、 電 圧 変 換
部 ７ ０ は 、 所 定 の 電 圧 Ｖ Ｇ Ｅ Ｎ （ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 変 換 回 路 ６ ５ は 例 え ば 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ と 安 定 化 回 路 等 か ら な り 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ
レ ー タ ６ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 記 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ と 、 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ と 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ３ と 、 変
換 回 路 ６ ５ と に よ り 、 電 圧 （ 例 え ば １ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る た め の 電 圧 変 換 部 ７ １ が 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス イ ッ チ 部 ６ ６ は 例 え ば Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 等 か ら な る 。 ス イ ッ チ 部 ６ ６ は 、 電 圧 変 換 部 ７ １
の 出 力 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 部 ６ ６ の 制 御 端 子 は 、 第 ３ 制 御 信 号 Ｎ ３ が 入 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ３ 制 御 信 号 Ｎ ３ が ロ ウ レ ベ ル の 時 、 ス イ ッ チ 部 ６ ６ は 開 成 し 、 電 圧 変 換 部 ７ １ は 電 圧
を 出 力 し な い 。 第 ３ 制 御 信 号 Ｎ ３ が ハ イ レ ベ ル の 時 、 ス イ ッ チ 部 ６ ６ は 閉 成 し 、 電 圧 変 換
部 ７ １ は 、 高 電 圧 Ｖ Ｇ Ｈ （ １ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ７ は 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ に 接 続 さ れ 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｃ が 入 力
さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ７ は 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ に 接 続 さ れ 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 信 号 Ｐ ３
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が 入 力 さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ７ は 上 記 信 号 Ｐ ３ に よ り 、 － １ ５ ボ ル ト を 出
力 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 電 源 電 圧 検 知 回 路 ６ ０ と 、 電 源 Ｉ Ｃ ６ ２ と 、 ス イ ッ チ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ６ ７ と に よ
り 、 電 圧 （ 例 え ば － １ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る た め の 電 圧 変 換 部 ７ ２ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ス イ ッ チ 部 ６ ８ は 例 え ば Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 等 か ら な る 。 ス イ ッ チ 部 ６ ８ は 、 電 圧 変 換 部 ７ ２
の 出 力 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ 部 ６ ８ の 制 御 端 子 は 、 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ が 入 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ が ロ ウ レ ベ ル の 時 、 ス イ ッ チ 部 ６ ８ は 開 成 し 、 電 圧 変 換 部 ７ ２ は 電 圧
を 出 力 し な い 。 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ が ハ イ レ ベ ル の 時 、 ス イ ッ チ 部 ６ ８ は 閉 成 し 、 電 圧 変 換
部 ７ ２ は 、 低 電 圧 Ｖ Ｇ Ｌ （ － １ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る 。 以 上 の 部 品 に よ り 、 電 源 部 １ ３ は
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 再 び 図 １ な い し 図 ４ に 従 い 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 動 作 を 説 明 す る 。 最 初 に 、 使 用 者
（ ユ ー ザ ） は 、 例 え ば 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 本 体 に 設 け ら れ た ス タ ー ト ボ タ ン （ 図 示 せ ず ） を
押 し た も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ス タ ー ト ボ タ ン が 設 け ら れ た 入 力 手 段 （ 共 に 図 示 せ ず ） は 、 信 号 源 （ 図 示 せ ず ） に 接 続
さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 最 初 に 、 入 力 部 ２ に 対 し て 、 外 部 信 号 Ｓ １ が 入 力 さ れ た と す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の 時 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ は 未 だ ゼ ロ ボ ル ト で あ る の で 、 各 ス イ ッ チ ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ， ３
ｄ ， ３ ｅ は 、 オ フ 状 態 で あ る 。 従 っ て 、 制 御 部 １ ２ の 入 力 端 子 ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ３ ２ ，
３ ３ に は 、 外 部 信 号 Ｓ １ は 入 力 さ れ て い な い 。 そ の 結 果 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ ～ ７ ｅ に お
い て 、 入 力 電 圧 は ゼ ロ ボ ル ト で あ る の で 、 過 電 流 が 流 れ ず 、 破 損 し な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 ス タ ー ト ボ タ ン が 設 け ら れ た 入 力 手 段 は 、 電 源 回 路 （ 共 に 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ
て い る 。 電 源 回 路 は 所 定 の 電 源 を 直 流 １ ２ ボ ル ト に 変 換 す る も の で あ る 。 そ こ で 、 上 記 外
部 信 号 Ｓ Ｉ の 入 力 の 後 に 、 入 力 部 ２ を 介 し て 、 電 源 部 １ ３ に 対 し て 、 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ （ 直
流 １ ２ ボ ル ト ） が 入 力 し た も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 電 源 部 １ ３ に お い て 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｃ （ １ ４ ボ ル ト ） が 生 成 さ れ 、 駆 動 電 圧 変 換 部 ６ ９ に よ
り 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ が 立 ち 上 が り 、 ハ イ レ ベ ル と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 時 、 電 源 部 １ ３ は 、 ス イ ッ チ 群 ３ と 、 制 御 部 １ ２ と 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ と 、 走 査 線
駆 動 部 １ ６ に 対 し 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ を 出 力 す る 。 ま た 、 こ の 時 、 ク ロ ッ ク 信 号 は 、 駆 動 電 圧
Ｖ １ と 殆 ど 同 時 に 立 ち 上 が る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 駆 動 電 圧 Ｖ １ が 立 ち 上 が る と 、 第 １ 線 ９ ２ を 介 し て 、 制 御 部 １ ２ 内 の 接 続 部 ６ ａ ～ ６ ｅ
は 一 斉 に 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 そ れ と 同 時 に 、 第 ２ 線 ９ ３ を 介 し て 、 各 ス イ ッ チ ３ ａ ～ ３ ｅ の 制 御 端 子 （ ゲ ー ト ） に 、
駆 動 電 圧 Ｖ １ が 与 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 接 続 部 ６ ａ ～ ６ ｅ に 対 す る 駆 動 電 圧 Ｖ １ の 入 力 時
点 か ら 、 少 し 遅 れ て （ 各 ス イ ッ チ ３ ａ ～ ３ ｅ の 特 性 に よ り ） 、 各 ス イ ッ チ ３ ａ ～ ３ ｅ は オ
ン 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ の 結 果 、 制 御 部 １ ２ に 対 し 、 各 外 部 信 号 Ｓ １ が 入 力 を 開 始 さ れ る 。 こ の 時 、 既 に 、 接
続 部 ６ ａ ～ ６ ｅ に は 、 電 源 電 圧 Ｖ １ が 入 力 さ れ て い る 。 故 に 、 入 力 端 子 ３ ４ か ら 、 接 続 部
６ ａ に 対 し 、 過 電 流 が 流 れ な い （ 図 ２ 参 照 ） 。 従 っ て 、 従 来 の 様 に 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ
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～ ７ ｅ が 破 損 さ れ る 事 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お 、 上 記 説 明 と 異 な り 、 入 力 部 ２ に 対 し 、 各 外 部 信 号 Ｓ １ よ り も 、 電 源 電 圧 Ｖ Ｉ Ｎ ，
即 ち 、 駆 動 電 圧 Ｖ １ が 先 に 入 力 さ れ た 場 合 、 最 初 に 、 接 続 部 ６ ａ ～ ６ ｅ に 対 し て 、 駆 動 電
圧 Ｖ １ が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 そ の 後 、 外 部 信 号 Ｓ １ が 入 力 端 子 ３ ２ ～ ３ ６ に 対 し 、 入 力 さ れ て も 、 電 流 が 流 れ な い の
で 、 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ ～ ７ ｅ が 破 損 さ れ る 事 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の 様 に 、 制 御 部 １ ２ に 対 し 、 特 定 信 号 Ｘ と 、 画 像 デ ー タ Ｒ Ｄ ， Ｇ Ｄ ， Ｂ Ｄ が 入 力 さ れ
る 。 即 ち 、 こ の 時 、 制 御 部 １ ２ は 、 特 定 信 号 Ｘ の 入 力 開 始 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の 時 、 制 御 部 １ ２ 内 に 設 け ら れ た 信 号 生 成 部 ５ ７ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 数 を カ ウ ン ト し
始 め る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 上 記 カ ウ ン ト 数 が 所 定 値 に 達 す る と （ 即 ち 、 特 定 信 号 Ｘ の 入 力 開 始 を 検
知 し た 時 点 か ら 所 定 の 時 間 間 隔 を お い て ） 、 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ を 立 ち 上 が ら せ 、 電 源 部 １
３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 電 源 部 １ ３ は 、 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ の 立 ち 上 が り （ ハ イ レ ベ ル に な る ） に 応 じ て 、 ス イ ッ
チ 部 ６ ８ を 閉 成 し 、 走 査 線 駆 動 部 １ ６ に 対 し て 、 低 電 圧 Ｖ Ｇ Ｌ （ － １ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 １ ２ は 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ に 対 し て 、 表 示 デ ー タ Ｄ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） と 、
水 平 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ と 、 極 性 反 転 信 号 Ｐ Ｏ Ｌ と 、 ス ト ロ － ブ 信 号 Ｓ Ｔ Ｒ Ｂ と 、 ス タ ー
ト パ ル ス 信 号 Ｅ Ｉ Ｓ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 第 １ 制 御 信 号 Ｎ １ の 立 ち 上 が り 時 点 か ら 、 所 定 の 時 間 間 隔 を お い て 、 第
２ 制 御 信 号 Ｎ ２ を 立 ち 上 が ら せ 、 電 源 部 １ ３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 電 源 部 １ ３ は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｎ ２ の 立 ち 上 が り （ ハ イ レ ベ ル に な る ） に 応 じ て 、 ス イ ッ
チ 部 ６ ４ を 閉 成 し 、 信 号 線 駆 動 部 １ ５ に 対 し て 、 所 定 の 電 圧 Ｖ Ｇ Ｅ Ｎ （ ５ ボ ル ト ） を 出 力
す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 １ ２ は 走 査 線 駆 動 部 １ ６ に 対 し 、 ス タ ー ト パ ル ス Ｆ Ｌ Ｍ 、 垂 直 ク ロ ッ ク
信 号 Ｃ Ｐ Ｖ 、 ゲ ー ト イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｄ Ｅ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 制 御 部 １ ２ は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｎ ２ の 立 ち 上 が り 時 点 か ら 、 所 定 の 時 間 間 隔 を お い て 、 第
３ 制 御 信 号 Ｎ ３ を 立 ち 上 が ら せ 、 電 源 部 １ ３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 電 源 部 １ ３ は 、 第 ３ 制 御 信 号 Ｎ ３ の 立 ち 上 が り （ ハ イ レ ベ ル に な る ） に 応 じ て 、 ス イ ッ
チ 部 ６ ６ を 閉 成 し 、 走 査 線 駆 動 部 １ ６ に 対 し て 、 高 電 圧 Ｖ Ｇ Ｈ （ １ ５ ボ ル ト ） を 出 力 す る
。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 そ の 結 果 、 液 晶 パ ネ ル １ １ に お い て 、 表 示 デ ー タ Ｄ （ Ｒ ， Ｇ ， Ｂ ） に よ る 表 示 が 開 始 さ
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 装 置 １ に 用 い ら れ る 静 電 気 保 護 回 路 ７ ａ の 回 路 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 上 記 装 置 １ に 用 い ら れ る 制 御 部 １ ２ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 装 置 １ に 用 い ら れ る 電 源 部 １ ３ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ３ 　 ス イ ッ チ 群
　 １ １ 　 液 晶 パ ネ ル
　 １ ２ 　 制 御 部
　 １ ３ 　 電 源 部
　 １ ５ 　 信 号 線 駆 動 部
　 １ ６ 　 走 査 線 駆 動 部
　 １ ７ 　 信 号 線
　 １ ８ 　 走 査 線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(12) JP 2007-256587 A 2007.10.4



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5C006 AA16  AA22  AF46  AF64  AF67  AF68  AF72  AF83  BB16  BC12 
　　　　 　　        BF02  BF03  BF04  BF11  BF15  BF22  BF34  BF36  BF38  BF42 
　　　　 　　        BF43  BF46  EB06  EC02  FA07  FA16 
　　　　 　　  5C080 AA10  CC03  DD14  DD19  DD25  EE19  EE29  EE30  FF03  FF11 
　　　　 　　        GG05  GG08  GG12  JJ02  JJ03  KK23 

(13) JP 2007-256587 A 2007.10.4



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2007256587A 公开(公告)日 2007-10-04

申请号 JP2006080395 申请日 2006-03-23

[标]申请(专利权)人(译) 爱普生映像元器件有限公司

申请(专利权)人(译) 爱普生影像设备公司

[标]发明人 上山大和

发明人 上山 大和

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/36 G09G3/20

FI分类号 G02F1/133.550 G09G3/36 G09G3/20.612.G G09G3/20.670.D G09G3/20.670.M

F-TERM分类号 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/ND48 5C006/AA16 5C006/AA22 5C006/AF46 5C006/AF64 5C006
/AF67 5C006/AF68 5C006/AF72 5C006/AF83 5C006/BB16 5C006/BC12 5C006/BF02 5C006/BF03 
5C006/BF04 5C006/BF11 5C006/BF15 5C006/BF22 5C006/BF34 5C006/BF36 5C006/BF38 5C006
/BF42 5C006/BF43 5C006/BF46 5C006/EB06 5C006/EC02 5C006/FA07 5C006/FA16 5C080/AA10 
5C080/CC03 5C080/DD14 5C080/DD19 5C080/DD25 5C080/EE19 5C080/EE29 5C080/EE30 5C080
/FF03 5C080/FF11 5C080/GG05 5C080/GG08 5C080/GG12 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/KK23

代理人(译) 须泽 修

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其控制器IC（控制部分）几乎
不受外部信号和驱动电压的输入顺序的破坏。解决方案：液晶显示装置
包括：液晶面板11，其具有各自的信号线17和各自的扫描线18;信号线驱
动器15，其驱动各个信号线17;扫描线驱动器16，其驱动各个扫描线18控
制器12，通过开关组3输入各个外部信号，并将各个定时信号输出到信号
线驱动器15和扫描线驱动器16，以及电源单元13，其输入电源电压并将
驱动电压输出到开关开关组3构成为在将外部信号输入到控制器12之前将
驱动电压输入到控制器12。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a4733e5b-fe6c-4709-aa40-ca3a6d3fdc94
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038630890/publication/JP2007256587A?q=JP2007256587A

